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パ ソ コ ン 通 信 に よ る
双 方 向 災 害 情 報 利 用
に 関 す る 提 言
　　　台風 9313 号 を 事 例 と し て

牛山　素行   北澤　秋 司
”

Proposal　on 　Two 　Way 　Use　of 　Disaster　lnformation

　　　　　by　Personal　Computer　Communication

一 A 　Case　Study　of 　Typhoon 　9313 一

Motoyuki　UsHIYAMA ＊

and 　Syuji　KITAzAwA ＊
”

Abstract

　Temporaly　BBS （Bulletin　Board 　System）was 　opened 　on 　major 　personal　computer

network
，　NIFTY −Serve　in　September　1993．　This　BBS 　aimed 　to　exchange 　informa−

tions　about 　Typhoon 　9313．　In　three 　days　about 　200 皿 essages 　were 　submitted 　to　this
BBS 　from　all　of 　Japan ．

　 Reference　numbers 　of 　messages 　submitted 　at　thc　time　of 　landing　 of 　 typhoon ．

Their　main 　topics　were 　about 　member
’

s　surroundings
，
　the　location　and 　pOwer　of

typhoon 　and 　traffic　in丘）rmation ．　This　BBS 　had　ncver 　b  n　advertised 　enough
，

nevertheless 　many 　messages 　were 　submitted 　in　a 　few　days　from　wide 　area ．　BBS 　is
available 　in　 collecting 　 disastrous　 i皿 forrnations．　 We 　propose　 opening 　 a　 BBS 　 on

disaster　by　its　specialists ．
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1．は じめ に

　近年新たな情報媒体 と して 発展 を続け て い る も

の に い わ ゆる パ ソ コ ン 通 信が あ る 。
パ ソ コ ン 通

信は ，
パ ソ コ ン ・ワ

ープ ロ を電話回線を 通 じて ホ

ス トコ ン ピ ュ
ータ ーに接続 し，情報 の や りとりを

行う情報媒体で あ る。 同種 の もの として ，大学 ・

研究機関等を接続 し た イ ン タ ーネ ッ ト （ア ス キ ー

編集部，1994）も最近話題 とな っ て い るが，現時

点 で はパ ソ コ ン 通信は所属する機関に 関係な く ，

広く
一般 の 人が 加入 で きる点 に特徴が あ る 。

パ

ソ コ ン 通信に は，個人 な どが 運営す る小規模 な い

わゆ る 「草の 根ネ ッ ト」 と，専門 の 企業 に よ っ て

運営され る全国規 模 の 「大手 商用 ネ ッ ト」 と が

あ る 。 現在そ の 利用者は大手商用 ネ ッ トの み で

も100万人規模とな り，さ らに 増加中 で あ る （ニ

フ テ ィ 株式会社 ， 1994）。

　パ ソ コ ン 通信は，パ ソ コ ン ・ワ
ープ ロ と 自宅 の

電話回線を モ デ ム と呼ばれ る機器を介 して っ な ぎ，

参加 しよ う とす る ネ ッ トの ホ ス ト コ ン ピ ュ
ーター

が接続 されて い る電話回線 （ア ク セ ス ポイ ン ト と

呼ばれ る）へ 通信用 ソ フ トウ ェ ア に よ っ て機械的

に電話をかけ る こ と に よ っ て 接続 ・利用が で きる 。

従 っ て ，パ ソ コ ン 通信 を行 う際に は，ホ ス ト コ ン

ピ ュ
ータ

ー
と接続 して い た時間 に 応 じ た電話料金

がかか る こ と に な る 。 自宅か ら ア ク セ ス ポ イ ン

トまで の 距離が遠 い とそ の 分電話料金 も高 くな る

が，大手商用 ネ ッ トで は全国各地 に ア ク セ ス ポ イ

ン トを設置 して お り， 料金面 で の 地域 に よ る格差

は少な い
。 また，商用ネ ッ トで は電話料金と は別

に接続時間に 応 じて接続料が必要 に な る （Nifty−

Serveの 場合通常は 10円／分）。

　 パ ソ コ ン 通信が ，新聞 ・テ レ ビ 等の 従来 の 情報

媒体と異 な る特徴と して は

  加入 し た誰 もが 情報の 受信 ・発信を行 え る

  各入が都合 の 良 い 時間に必要な情報 を取捨選択

して 入手す る こ とが で きる

  入手 した情報 の 加工 ・分析 が 容易 で あ る

  短 時間の うち に不特定多数 との 情報交換が 可能

で あ る

な ど が 挙げ られ る。 こ とに   ，  の い わば 「不特

定多数 に よ る双方向の 情報利用」 は，従来 の 情報

媒体 とま っ た く異 なる特徴 と して 注 目され る 。

　すで に ，
パ ソ コ ン 通信を情報収集手段 と して 研

究に活用す る 試 み は い くつ か な され て い る 。 災

害科学分野で は ，
パ ソ コ ン 通信で 提供 さ れ る 通 信

社等 の ニ ュ
ース を利用 し，災害時の 情報伝達 の 特

徴を 解析 した研究 （尾池他， 1991）な どがあるが，

パ ソ コ ン 通信 の 情報 の 双方向性に着目した 研究 は

まだ少な い 。

　筆者は従来 か ら災害時 の 情報交換手段と して の

パ ソ コ ン 通信 に着目 し，最大手商用 ネ ッ トの 一方

で あ る NIFTY −Serveを利用 して い た とこ ろ，1993

年9月，台風9313号接近時 に 同 ネ ッ ト上 で 台風 関

連の情報交換を行 う臨時の 電子掲示板 （後述 ）が

開設 さ れ た 。 本論文で は こ の 電 子掲 示板 に 寄せ

ら れ た情報を分析 した上 で ， 災害時の パ ソ コ ン 通

信 の 利用可能性 に つ い て の 提言を行 い た い
。

2．研究手法

　2．1　 電子掲示板に つ い て

　現在，大手商用 ネ ッ トで利用 で きる主な情報サ ー

ビ ス として は 以下が 挙げ られ る
。

  電子掲示板

  電子会議室

  新聞社等 の 提供 に よる ニ ュ
ー

ス

  各種デ ータ ベ ース

  電子メ ール

　 こ の うち  ，   は情報提供者と，それ を参 照 す

る利用者とが 明確 に 区別 され る が，  ，  に っ い

て は利用者す べ て が同時に情報提供者とな り得 る。

  は手紙やFAX と同様な特定 の 利用者間 の 連絡

に 用 い られ る もの で あ る 。

　電子掲示板 と電子会議室は性格が よ く似て い る

が，電子掲示板が特 に 明確な 目的を設けず フ リー

ト
ー

ク的な場 と して 利用 さ れ て い る の に対 し， 電

子会議室 （NIFTY −Serveで は フ ォ
ー

ラ ム と呼 ば

れ る）は何 らか の特定 の 話題 に つ い て の 情報 交 換

を行 っ て い る 。 ま た，電子会議室 に は 運営責任者

（NIFTY −Serveで は SYSOP と呼ばれ る） が 存在

し，話題 の 整理 ， 情報 の 保存な ど を 行 っ て い るが，

電子掲示板に は そ う い っ た者 が い な い の も相違点
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で あ る。

　 2．2　台風情報等の 臨 時電子掲示板

　NIFTY −Serveで は従来か ら大雪 ・台風 な ど の

災害時 に臨時 の 掲示板を開設 して い る 。
ニ フ テ ィ

株式会社 に照会 した と こ ろ，掲示板開設 の 明 確 な

基 準は無 い も の の ，ニ ュ
ー

ス ，気象情報を元 に し

て，大都市圏 もしくは全国的に 重大 な影響が 予想

され る場合に，ニ フ テ ィ 株式会社企画部 の 判断で

開設 して い る と の こ と で あ る 。 こ の よ うな掲示

板 は，こ れ ま で に 1992年 2月6日 〜10日 の 「大雪

情報掲示板」，1993年8月26日〜9月2日 の 「台風

11号情報掲示板」，同年 9月2日〜9日 の 「台風 13

図 1 台風13号電子掲示板 の メ ニ ュー

　　　 【】内 は筆者 の 補筆

図2 電子掲示板 の タ イ トル リス ト

　　　 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ の 部分 に は発言者の IDが記 され る。
　　　 プ ラ イ バ シ ー

保護 の た め こ こ で は 伏 せ 字 と して い る 。
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号情報掲示板」，同年9月9日〜16 日 の 「台風情報

掲示 板」，1994年9月28日〜10月7日 の 「台風 情報

掲示板」 の 5回 の 開設が あ る 。
な お ，

93年 の 3事

例は，そ の 都度掲示 内容は更新され た もの の ，閉

鎖 さ れ る こ とな く開設 され続けた もの で あ る た め
，

実質的に は こ れ ま で の 開設事例 は3回 と考え て よ

い 。

　 2．3 台風 9313号電子掲示板

　1993年9月2日，台風9313号の 接近 に 伴い NIFTY −

Serve上に台風13号電子掲示板が 開設 さ れ た 。 利

用者が NIFTY −Serveに ア ク セ ス し，メ ニ ュ
ーか

ら台風 13号電子掲示板を選択す る と図 1の 画 面 が

現れ る。
こ こ で メ ニ

ュ
ー番号3， ま た は4を選 択す

ると図2の ような タ イ トル リス トが現れ る 。 こ れ

が各地の 利用者か ら寄せ ら れ た発言 （情報） で あ

る 。 利用者は こ の タイ トル リス トを見て，興味を

覚え た 発言を選 択す る。 寄 せ られ て い る 全発 言

を参照す る こ とも可能 で あ るが，膨大な量に な る

こ とか ら， 取捨選択 して参照す るの が 普通の 利用

方法で あ る 。 参照 す る 発言 番号 を入力す る と発

言を参照する こ とが で きる。

　 筆者は1993年9月2日か ら毎 日午前9時頃，午後

9時頃の 2回ずつ こ の 電子掲示板に ア クセ ス し，発

言数 参照数の推移を記録 した 。 同掲示板へ の 発

言は 4日 まで 続 き，前述の よ う に以後9日ま で開設

さ れ て い た が 5日以後 は新規 の 発言 は登録 さ れ な

か っ た 。 筆者 は，5日，6日 に も ア ク セ ス したが，

参照数等に大 きな変化は 無か っ たた め ，以下 の 解

析で は 5日9時 ア ク セ ス 時 の 参 照数等 の デ
ー

タを

利用 した。

　2．4　通信 ・デ
ー

タ処理 ソ フ ト等

　 MFTY −Serve へ の ア ク セ ス に は， フ リーウ ェ

ァ の 通信 ソ フ ト 「WTERM 」 を利用 し た 。 取得

し た ロ グフ ァ イ ル （発言な ど を記録 したも の ） の

整理 に は フ リ
ー

ウ ェ ア の ロ グ整理 ソ フ ト 「NIFP 」

を 用 い た 。 発言文字数 の カ ウ ン トは テ キ ス ト整

理 ソ フ トの 「JGAWK 」 を利用 し，ス ク リプ トを

自作 して 行 っ た 。 そ の 他 の 計算等 に は表計算 ソ

フ ト 「MS −Exeel」 を用 い た 。

3． 結　果

　3．1　台風 9313号 の 概要

　台風9313号は 9月2日 ご ろ か ら 日本列 島 に 接 近

し，3日午後九州 に t：陸，4日午後に 日本海で 温帯

低気圧 に変 わ っ た （図 3）。 上陸時の 中心気圧 は

930hPa と1951年以降 で は 3番目に 低 い 値を示 し

た強 い 台風で あり，鹿児 島県 を中心に死者 ・行方

不明者46人 な ど の 多大な 被害を もた らした 。 こ

図3　台風 9313号 の 経路

　　　 「気象」93年 11月号 よ り

100

50

0

100

50

0

鹿 児 島

譜 譏 ミ導
σ り N

 『
竕

一．

譏 蔑

図4 主 な地 点 の 時間 別降水量

　　　 93／09／0201 時〜93／09／0424時

譏
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の 台風 に よる降水量 は 鹿 児島， 宮崎，大分県付近

で 100mm を越 し，気象官署中 の 最大は大分 で 422

mm で あ っ た。 降水は西 H 本で は 3日正午前頃 か

ら強 くな り，4 日 明 け方ま で に は 降 り止 ん で い る

（図 4）。

　3．2　時間帯ごとの 発言数 ・ 参照数

　今回の 臨時電子掲示板は 9月2 日に 開 設 され，4

日 まで の 3日間発言が 登録 され，5日以降は発言 の

登録は な さ れ な か っ た 。 掲示板 は 「東 日本」「西

日本」 の 2本が開設され ， 最終的に合わせ て 205発

言が 登録 された 。 台風通過後 の 9月5 日9時時点 の

参照数 を もと に した全発言 の 平均参照数は 390回

で あ り，
の べ 参照数 （各発言 の 参照数 の 総 和） は

80044回 で あ っ た 。

　 日別の 発 言数を表 1に ， 各発言毎 の 参照数を図 5
に 示す。電子 掲 示板 で の 発言 ヘ

ッ ダ に は 時間 に

関す る情報 と して は登録 日が 示され るの み で あ る

の で，各発言 の 登録さ れ た 正 確 な 時間は知 る こ と

表 1　日別 の 発 言数

月 日　　　掲 示 板

　　 東 日本 　 西 日本
9／2　　 0　　 16
9／3　　　　1ユ　　　　　118
9／4　 26　　 34
計 　　 　37　 　 ユ68

が で きな い
。 しか し，発言内容や タイ トル か ら発

書の 登 録さ れ た 時刻を 類推す る こ とが で き る発言

が い くっ かあ っ た た め，そ れ らを参考 に して 発 言

登録時刻 の 目安を図中に 示 した 。

　発言 の 約6割 は3日 に 登録 され て お り （表 1），特

に午後 に集中 して い る。 参照数 は，2日 に 登 録 さ

れ た発言 と，3日昼 間 （06〜18時頃）に登録 され

た発言 で 特に 多 くな っ て い る 。 参照 さ れ た 時間

を推定す る 手段 は な い が ， 電子掲示板の 場合 は ア

ク セ ス 時に 近 い 時間に 登録さ れ た発言を主 に 参照

す る こ とが多 く， 古 い発言を 数十発言程度 さか の

ぼ っ て 参照す る こ と は あ ま り考 え られ な い た め ，

参照数の 増減は概ね そ れ ぞ れ の 時間帯 の ア ク セ ス

者数 の 傾向を示 して い る もの と考 え られ る 。

　通常，パ ソ コ ン 通信の ア ク セ ス は22時〜翌 凵 02

時の 深夜帯に集中 し，他 の 時間帯 は ほ ぼ同程度 に

な っ て い る （ニ フ テ ィ 株式会社，1994 ）。 従 っ て ，

こ の 台風臨時掲示板 の 発言 ・参照傾向 は特徴的で

あ る 。 台風 の 九州上陸が 3日 16時頃 で あ り，西 日

本 の 降水量 も3日正 午前頃か ら増え て お り，雨 が

強 まる の に伴 っ て 外出， 帰宅時の 情報を求 め た ア

ク セ ス 者が増えた こ とを示 して い る の で は な い か

と 考え られ る 。

　ま た，全体 として 参照数 は登録時間が若 くな る

に 従 っ て少な くな っ て い る傾向が あ るよ うに見 ら

れ る が，こ れ は 古 い 発言 ほ ど 参照 され る チ ャ ン ス

f400
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麟 800
驤

輸 600
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図5 台風電了掲示板 （西 凵本）発言番号別参照数

　　　 1993／09／0509 時現在 の 参照数　横軸 は 時間軸 を表す もの で は な い
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が増え るた あ で は な い か と思 わ れ る 。

　3．3 発言者数 と地域分布

　発言者 ID を 元に ， 発言者数 を調 べ た と こ ろ ，

111人 と な っ た 。 そ の う ち複数発言 の 登録者 は 33

人 で あ り，最 多発言者は 17発言を登録 して い た 。

　各発言 の 発信地 は，205発言中159発言 の 本文中

に 明示 され て い た。 こ れ を都道府県別 に 整 理 し

た もの を図6に示す。 発言 は ほ ぼ 全国か ら発信 さ

れ て お り，こ とに台風 の 通過 した西日本で 多 くな っ

て い る 。 NIFTY −Serveの 会員 は5割 以上が 関東

地方 に 集中 して お り，今回発言 が 多 く見 られ た 中

国 。四国 。九州地方の会員は全 体 の 1割 に も満た

な い （ニ フ テ ィ 株式会社 ，
1994）。 台 風通 過地 域

の 会員か ら積極的な情報が寄 せ られ た と い え る 。

　 3．4　発言 の量

　発言 の 持っ 情報量の 目安と して，各発言中 の 文

字数を カ ウ ン ト した 。 なお ， この 文字数に はタ イ

トル ヘ
ッ ダ部 の 文字数 も含ま れ て い る 。 また，本

文中の句読点，ス ペ ー
ス は原則 と して 1文字 と し

て カ ウ ン ト して い る。空 白行 は カ ウ ン ト して い

な い 。

　 カ ウ ン トの結果， 各発言 の 平均文字数 は 324文

字，最大文字数は 1991文字，最小文字数は 66文字

と な っ た 。 文字数を 100発言 で 区切 っ て 頻度 を調

べ る と （図7），90％以上 の 発言 は600文字以下で

あ り，こ と に 100〜200文字 の 発言が最 も多 くな っ

て い る。

　 パ ソ コ ン 通信 で は，1行を40文字以 内 とす る こ

とが多 い 。 ちな み に，最 も標準的な NEC の PC

9801系 の パ ソ コ ン で は，通常 1画 面 に 40文 字 x25

行 （1000文字）程度 の 表示が可能で あ る 。
パ ソ コ

ン 通信 の 発言で 1画面 い っ ぱ い に 文字を詰 め て 書

くこ とは ほ とん どな い の で ，今回の掲示板で の 発

言の ほ とん ど は ， ほ ぼ パ ソ コ ン 1画 面 に 表示 さ れ

る程度 の 文字数で あ り，最 も多か っ た の は 5行程

度 の 発言 で あ っ た とい え る 。

口 1〜 4 発 言

  5 〜 9 発 言

　　　　図6　発言者の 都道府県別発言数
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　 3．5　発言内容の 特徴

　各発言 を参照 し，含 まれ て い る 内容を表 2の 11

項目に 分類 し， 集計した 。 な お ， 1発言中 に 複数

の 内容が含まれ て い る場合は そ れ ぞ れ の 分類に 含

め た 。

　集計結果 を 図 8に 示す。 発言 の ほ とん ど は何 ら

か の 情報を提供す る もの で あ っ た。 特定 の 場所

の 状況 な ど を 問 い 合 わ せ る 発言 も18発言あ っ た

が，い ず れ も質問内容 は 「○○地方 の 状況 は どう

で すか」 とい っ た具体性の な い もの で あ り， 有効

な 回答 が寄 せ られ た も の は ほ と ん ど な か っ た 。

最 も多か っ た発言内容は ， 発信者の 居 住地か らみ

た 風 雨の 強さ な ど，周囲状況 を 伝 え る もの で あり，

以下，台風そ の もの に関す る情報，交通 機関 に 関

す る情報 と続 い て い る 。

　発言の 情報 源 に 着 目す る と，自宅や勤務 先，通

勤途上 な ど で の 観察を元 に した もの が 85発 言 と

最 も多く，テ レ ビ，ラ ジ オ等 の 報道を もと に した

もの は44発言で あ っ た。また，情報源を特定 で き

な い 発言も76件 とかな り多か っ た 。

　 3．6　発言 タイ トル と参照 の 傾 向

　電子掲示板 で 登録 され て い る発言は ， 登録発言
一覧 （図 2）で 表示 され る 発 言 タ イ トル か ら発 言

内容を予想 し，参照 の 有無を選択する こ とが多い。

い わば ， 新聞 の テ レ ビ 欄を見 て 番組を選 ぶ の と同

様 な方式で あ る 。 従 っ て ，タ イ トル に 含まれ る 情

報 と， そ の 発言 の 参照数と の 関連を調 べ る こ と に

よ っ て，参照者が求めて い る情報内容 の 傾向を う

表2　発言 。発言 タイ トル 内容 の 分類

分類 内容具体例

風

通

路

害

囲

策

台

交

道

被

周

対

避 難場 所

校

問

礼

学

質

お

台風の 位置 、 規模 、 予 報 ・警報等の 情報
交通 機 関 の 運 休 ・遅延 等の 情報
道路 交通状 況 、 通 行止 め等の 情報
土 地 の 浸水 、家屋の被害等 の 状 況 に関す る情報
発信者の周 囲 の 状 況（風雨の 強 さ等 ）に関する 情報
家屋 の 補強方法な どに つ い て の ア ドバ イ ス

各地の 避難場所 に つ い て の 情報
学校 の 休校等 に関 する情報

特 定の 場所 の 現 在 の 状 況 に関す る質 問

質 問 の 回答者 に 対するお 礼
そ の 他

その他

お礼

質問

学校

虫 避 難場 所

e
策

囲

害

路

通

風

対

周

被

道

交

台

o 20 40 6D 80 iee

図8 内容別発言数
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か が う こ と が で き る で あ ろ う。

　こ こ で は先の発言本文 の 内容分類 （表 2） を利

用して タ イ ト ル に 含まれ る情報を分類 し， 参照数

との 関連 を調 べ た （図9，図10）。 タ イ トル か ら周

囲状況 を伝 え て い る と思 わ れ る発言は ， 発言数 で

は90発言 と半数近 く占め て い る が，
一

発言 当た り

の 平均参照数 で は343．7回 と ， そ れ ほ ど多 くな い
。

一方 ， タ イ トル か ら台風 そ の も の の 情報 と思 わ れ

る発言は発言数で は31と少な い が ，平均参照数 は

580．9回 と，最 も多 くな っ て い る 。

　更に台風最接近時で あ り，掲示板の 発言数 も特

に 多 か っ た 3日 6〜18時 頃 の 発言 に注 目して み る

と，タイ トル 内容別発言数 ， 平均 参 照数 は図 11，

図 12の よ う に な る 。 発 言数 は 交通 辭 艮，周囲状況，

台風情報が い ず れ も同程度の 数 で あ り，全発言中

の 割合 （図 9）に 比べ て 周囲状況 を伝え る発言 が

少 な い こ と が特徴的 で あ る 。 平均参照数 で は，や

は り台風 に 関 する発言が もっ とも多 くな っ て おり，

圜

図9　 タ イ トル 内容別発言数

　　 　 全発言対象　数字 は発言数

図 11　台風最 接 近 時 の タ イ トル 内容別 発言数

　　　 9月3日6〜18時頃

　　　 西 日本掲示 板発言番号81〜135
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図12　台風最接近時の タ イ トル 内容別平均参照数
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周囲状況 を伝 え る発言が こ れ に次 ぐ。 また，も っ

と も参照数が 少な い の が交通情報で あ る こ と も注

目 され る。 こ れ は，交通情報の 対象地域が が 比較

的せ ま い こ と，参照 の 可能性が あ る の が交通 機関

を利用す る人 に限 られ て しま うた め で は な い か と

考え られ る 。

4， まとめ

　 台風9313号 の 接近時に 大手 商用パ ソ コ ン 通 信

ネ ッ トワ
ー

ク NIFTY −Serve上 に臨時の 電子掲示

板 が 開設 され た と こ ろ ， 3日間で 200余の 発言が 登

録され，の べ 8万回余 の 参照があ っ た 。

　 発言数 の 約6割は9月3日 に 登録 さ れ ， こ と に午

後に 多 か っ た。発言 の 参照数は 3日 12〜18時頃 に

最 も多か っ た 。 こ の 時間帯 は 西 日本 の 降水が強

くな っ た時間帯に 近 く，通常 の パ ソ コ ン 通信 の 利

用が多 くな る時問帯 （夜間）と は異な る特徴 を示

した 。 こ れ は，台風に 関す る新 し い 情報 を リ ア ル

タ イ ム に収集する手段 として 同掲示板が利用 され

て い た こ と を示す もの と思 われ る。一
方， 台風通

過後は全 く発言 の 登録 はな く，被害 や 復旧 状況 な

どの 情報交換手段と して はあま り活用され なか っ

た とい え る 。

　発言は全国各地 （32都府県）か ら寄 せ られ，台

風通過地 で あ る 西 日本 か らの もの が多 く，
パ ソ コ

ン 通信利用者数 の 分布とは異な る特徴 を示 し た 。

　発言の 量 は 概 ね パ ソ コ ン 1画面 に 収ま る程度 の

もの が 多か っ た。内容的 に は （A ）発信者 の 周囲

の 状 況を伝 え る もの ， （B）台風の位置 な どの 情報，

（C）交通情報な ど が 多か っ た 。 発言 の 情報源 は 4

割 が発言者自身の観察に よ る もの で あ り，2割 が

報道 を元 に して い た 。 ま た，情報源 が 不明な 発 言

も4割 ほ どあ っ た 。

　参 照者が参照 の 有無 の 判断材料 と する タイ トル

の 内容 で 分類 して も，（A ）が 発言数 ・参 照数 と

も最 も多 い
。 しか し，一発 言当た りの 参照数 は

（B）が最 も多 くな っ て い る 。 こ の こ とか ら，参 照

者 は台風 そ の もの の情報に よ り強 い 関心を持 っ て

い る もの と考え られ る 。

　今回 の 電子掲示板は台風と い う テ
ー

マ の 下 に 情

報を寄 せ る 「場」が提供さ れ た の み で，情報収集 ・
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提供 に はなん ら計画 ・準備が行われた もの で はな

か っ た 。 そ れ に もかか わ ら ず各地か ら こ れ だ け

の 情報提供 と利用が あ っ た こ と は注 目 さ れ る 。

しか し，

一
方で情報の 信頼性や質に つ い て の 懸念

も存在す る。

5， 防災情報電子会議室 の 提案

　 5．1　災害時におけるパ ソ コ ン通信の優位性

　
パ ソ コ ン通 信は電話回線に依存す る情報 媒体で

あるた め，災害 時 に 通信網が混乱す る と利用 が 困

難 とな る危険 性があ る 。 しか し，大手商用 ネ ッ ト

の ア ク セ ス ポ イ ン ト は全国各地 に 展開 して い る た

め，被災地 の 電話回線が全 く途絶 し な い 限 りは，

い くつ か の ア ク セ ス ポ イ ン トを 選択する こ とに よ っ

て ア ク セ ス を行え る可能性 が あ る。 こ の 点 は特

定回線間 の 通信で あ る 通常の 電話 に よ る 連絡 ・情

報収集に 比 べ て 有利な点 で あ る。

　災害時に は，各人がそれぞれ の 持 ち場を離 れ て

お り，相互の 連絡が と り に くい 場面 も多い
。

パ ソ

コ ン 通信で あれば，そ れぞれが都合の 良い 時間 に

情報を 発信 ・受 信で き る の で ， 確実な情報伝 達 と

い う点 で も有利 で ある 。

　 ま た，テ レ ビ ・ラ ジ オ に よ る情報 と異 な り，情

報を記録 ・蓄積 す る こ とが容易な点 もパ ソ コ ン通

信 の 有利 な点 で あ る 。 今回 の 発言中で 見 られた

避難場所
一

覧 や ，交通機関 の 運行状況 な ど は 記録

が残 る こ とに よ っ て 活用 で きる情報で あろ うQ

　更 に，今回 は少数例 しか 見 られ な か っ た が ， 質

問に対 して回答が 寄せ られ得る ， 双方向情報媒体

で あ る こ と も有利 な点 と して挙げ られ る 。

　今回 の 事例で は ，特 に 事前 の 準備や 計画的 な 運

営が 行わ れ な か っ た に も関わ らず， 全国か ら数百

件規模 の 情報が 寄せ られ た。 防災関係 の 専門 家

らに よ っ て 準備 ・運営 されれば，更に有効な 情報

媒体と な る こ と が 期待 さ れ る 。 そ こ で，筆者 は防

災情報専門 の 電予会議室 を常時開設す る こ とを提

案す る （図 13）。

　5．2　運営グル ー
プの 組織化

　 こ の 会議室 は，防災及び ネ ッ ト ワ
ー

ク通信 に 関

心 を持 っ 研究者，学生等に よ っ て 運営す る 。 電 子

会議室 の 運営 （発言 の 整理 や情報の蓄積な ど） に
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図 13　防災情報電子会議室 の イ メ ージ図

は，運 営責任 者 （sySOP ） の 他 に 数人 の 運営 グ

ル ープ が必要に な る。 運営 グ ル ープ は ， まず当学

会内で 有志 を募 り，そ の 母体を構成 し，さ らに ，

Nifty−Serve に ある関連 す る フ ォ
ーラ ム （サ イ エ

ン ス フ ォ
ーラ ム 等）などで 協力者の 募集 も行 う 。

直接運営グル ープに 加 わ らず，情報が必要とな っ

た際 に 協力 して もらえ る メ ン バ ー
も確保 して お く

事 が 望ま し い 。 こ れ らの メ ン バ ー
は ネ ッ ト ワ

ー

ク上 で 連絡を取 り合うの で，同じ組織内，地域内

に居る必要は な い 。

　5．3　会議室 の 開設

　防災情報会議室 を 開設 す る場 （ネ ッ ト ワ
ー

ク ）

は い ろ い ろ考 え られ る 。 イ ン タ ーネ ッ ト上な ど

も選択肢 とな るが，所属機関等に かかわ らず広範

な 人 々 に よ る 情報交換を 目的とす る た め に は，現

時点 で は大手商用ネ ッ ト の 利用 が効果的で あ ろ う。

大手商用 ネ ッ ト中で は，今回紹介 した よ うに 災害

時の電子掲示板開設 に 実績の あ る Nifty−Serveが

有力な候補 とい え よ う。 な お，最近 で は イ ン タ
ー

ネ ッ トに接続 され た 大学の研究室 の 端末等 か らも

イ ン ターネ ッ ト を 通 し て Nifty−Serve へ の 接続 が

可能 に な っ て い る 。 そ こ で ，
こ こ で は，Nifty−

Serve上 に 開設 す る前提で 論議を進 め る 。

　 こ の会議室は ， Nifty−Serveの 「フ ォ
ーラ ム 」

的な形で 開設 さ れ る こ とが望 ま し い 。 フ ォ
ーラ

ム の形態に する こ とに よ っ て，電子掲示板に比べ
，

過去 の 発言を参照する方法が 格段 に 向．とす る ほか，

関連す る話題 に コ メ ン トを付け る こ とが で き る た

め，話 の 流れ が っ か み や す くな る と い う メ リ ッ ト

があ る。 しか し，新た な フ ォ
ー

ラ ム を開設 す る に

は，運営体制 （ス タ ッ フ ）の整備や ，

一
定量 の ア

ク セ ス が見込 まれ る こ と な ど種 々 の 条件を満 たさ

ね ばな らない 。 そ こ で ，当初は小規模な もの か ら

始め，実績を積ん で い く必要が あ る 。

　Nifty−Serveに は，一定の追加料金 （月9fi7，000

円）を支払 う こ と に よ っ て ，フ ォ
ーラ ム の 会議室

と同等 の シ ス テ ム を個人的に 開設で きる サ
ービ ス

があ り ， 「パ テ ィ オ」 と呼ばれ て い る 。
パ テ ィ オ

は 資金 的な目処 さ えた て ば 誰で もい つ で も開設で

き る の で，防災情報会議室も，当初は こ こ か ら始

め る の が よ い で あろ う。 しか し，パ テ ィ オ は 開 設

した として もそ の ま まで は そ の 存在を Nifty の

利用者が知 る こ と が で き な い と い う問題 が あ る。

開設当初は運営 ス タ ッ フ 間の連絡や，情報蓄積 な

ど の 準備が必要 とな る た め ， ク ロ ーズ ド な 会議 室

で あ っ て もか ま わ な い が，運営体制が整 っ た後は，
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何 らか の PR 活動 の 必要が ある。 例えば ， 前述 の

サ イ エ ン ス フ ォ
ー

ラ ム 等 で 定期的 に PR を行え ば

効果的で あろ う。 また ，
ニ フ’テ ィ 株式会社の ご協

力が 得られ れば，災害時 に Nifty−Serve の オ ープ

＝ ン グ メ ッ セ
ージ （Niftyに接続 して 最初に 画面

に 現 れ る文章）で 同会議室 の 存在を PR して い た

だ ける可能性 もあ る 。 こ の よ う に し て 実績を 積

ん で い けば ，
い ずれ は正式な フ ォ

ー
ラ ム に 昇 格で

きる可 能性 は十分あ る 。

　 5．4　 日常の 防災情報電子会議室

　 こ の 会議室 で は，日頃か ら災宵 ・防災に関する

質疑応答な ど の 情報 交換 を行 う。 研究者 に よ る

「防災心得」 の よ うな連載などがあ っ て もい い し，

災害関係 の 学会 やイ ベ ン ト等 の プ ロ グ ラ ム ，簡単

な 参加 報告 な ど も有益 な情報 とな る で あろ う。

ま た，参加者 の 中 に 降水量等 の 観測デ ータ が 速や

か に 公開可能 な シ ス テ ム を所有 して い る機関が あ

れ ば，定期的 に こ れを会議室 に報告 し て も ら え れ

ば有益 で ある。

　 5．5　災害時の 防災情報電子会議室

　 台風接近時等に は，そ の 現象 に 関連す る情報交

換を行 う。 今回 の 調査で も，パ ソ コ ン通信 利用者

は台風 の 位置や勢力な ど の 情報 に 関心 を持 っ て い

る こ とが 示唆され た の で，こ の よ うな情報が 随時

会議室 に 登録 さ れ る こ と が 望 ま しい Q 気象 関係

機関か ら直接情報提供を得 られれ ば最 も好 ま しい

が ， そ れ が 不可能な場合 で も，運営 ・協力者グル ー

プ内で担当者を決め，テ レ ビ等 の 情報を要約して ，

定期的に会議室 に登録 す ると い っ た手法も有効で

あ ろ う。

　降水量等 の 生 の 観測値を公表す る こ と は，気象

業務法上 の 制限が あ り，や や 難 しい が ，「○ ○地

区で は1時間 で 牛乳瓶が い っ ぱ い に な っ た の で ×

× ミ リ程度 の 降雨が あ る よ う だ 」 と い っ た よ う

に 発言方法 を工夫すれば，よ り多 くの 情報を 集 め

る こ とも可能で は な か ろ うか 。

　 ま た，最近 で は NIFTY −Serve 一ヒで 天気図や衛

星画像な どを取得 す る こ とが可能に な っ て い る ほ

か，鉄道 フ ォ
ー

ラ ム な ど で は災害時の 交通情報を

書 き込む た め の 専 用 会議 室 を用意 して い る 。 情

報そ の もの に 限 らず，情報 収集手段 に っ い て 会議
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室上で ア ナウ ン ス す るの も有益で あろ う。

　 災害時 に は
一

般か らの 情報提供 も多 くな る こ と

が予想 され るが，専門家 に よ る運営 グ ル
ー

プ が存

在す る こ と に よ っ て ， 極端な 誤報などに対 して は ，

訂正 や問い 合わせ の コ メ ン トを会議室上で 行 う こ

とに よ っ て ， 情報の信頼性を向上す る こ とが で き

る で あ ろ う。

　災害発生後に は，研究者が調査 した災害報告速

報などを会議室上 に 登録す れば，関心を集め る で

あ ろ う。

　5．6　災害情報電子 会議室 の 想 定例

　参考の た め に，こ の 会 議室 が で き た 際 の 情報交

換 の 様子 を想定 し， 例 と して以下に示 す 。 こ の タ

イ ト ル
ー

覧 や，発言 の ヘ
ッ ダ な ど は Nifty の 会議

室 の 形式 を踏襲 して い るが，発言者名，ID，発 言

内容 な ど は ， 全 く架空 の もの で ある 。

　 まず会議室 に 入 っ た ときに 示 さ れ る発言
一

覧 は

図 14の よ うに な る 。 電子会議室 で は電子 掲示板

と異 な り，特定 の 発言へ の コ メ ン ト と い う形 で 発

言で き る の で ， 各発言の 相互関係が っ かみやす い
。

各発言の コ メ ン ト関 係 を図 に 示す と図 15の よ う

に な る 。 こ の 図は 「コ メ ン ト ッ リー」 と呼ば れ ，

Nifty に ア ク セ ス 中 の 画面で は表示 さ れ な い が ，

設定に よ り，発言を発言 番号順 （こ の 例 な ら 1−2−

3−4−5−6）で な く，コ メ ン ト順 （1−2−4−5−3−6） に 読

む こ と は可 能で あ る。発 言 の 例 と し て は 図 16の

よ うな もの が考 え られ る だ ろ う 。 こ の 発言 に 対

して 図 17の よ うな コ メ ン トが 付け られ ，話題 が 続

い て い く こ とに な る 。

6．おわ りに

　パ ソ コ ン 通信は災害時 の 情報伝達 ・収集手段 と

して い くっ か の 利点，可能性を持 っ て い る 。 ま た，

そ の 利用者は今後更 に 増 加 して い くこ とが 予想さ

れ る 。 今後，パ ソ コ ン 通信を防災面 で 活用 して い

く方法に つ い て 模索を続 けて い きた い 。

　なお ，本稿の 提案に 関 して ご興味 ， ご意見が お

あ りの 方は，筆者ま で ご連絡 い ただ ければ幸 い で

す 。 連絡先は下記 の 通 りで す 。
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図 14　防災情報会議室（想定）の タ イ トル リス ト

　　　　「TO 」 は コ メ ン ト先 の 発言番号，「CO 」 は そ の 発言に対す る コ メ ン ト発言の 数

＋
−OOI　xXXOOOO1 牛山　素行

1 ＋
−002XXXOOOD2気象　太郎

i＋−004XXXOOO55 琉 球 　三 郎

1　　＋
−005　XXXOOO25　薩摩　　〜欠良［；

＋−003XXXOOOO3 長 野 　
一

郎

　＋
−006XXXOOO86 山 梨　武志

台風 40 号 が 発生

　44 個 も 発 生 した 年 も あ り ま す

　沖縄 は 風 が 強 く な っ て き ま し た

　　鹿児島 は 平穏 で す

台風 の 強 さ の 言葉が わ か りま せ ん

　台風 の 大 き さ ・
勢 力 と は

図 15 防災情報会議室（想定）の コ メ ン ト関 係

図 16　防災情報会議室（想定）の 発言例 1

図 17 発言例 1へ の コ メ ン ト例
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